
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

ソフト事業

4

活動指標 単位
実績値

H19 H20 H21 H22

目標値

実行委員会開催数

人

件
60

実績 45

入場者数（スタッフ等関係者除く）

出店ブース数
目標

5
実績 5

3200

45

3000
目標 45
実績 45

H22

3300

Ａ 現状維持 市内他地区の同種イベントの統一を視野に入れつつ、地域の特性が引き出せるような手法を検討します。

目標値

回
目標 5 目標

45

3000

2500

60

45

目標

実績 45

3200 3300

02

01

03

101

コード 名            称

01

06

一般会計

農林業費

細目

細々目

款

コード

青山ふれあいフェスタ開催事業

伊賀ブランドの価値を高め、売り出す
目

販路拡大、ＰＲの展開

区分

会計

項

名               称

615

43

事業名

基　本
施　策

数量 金  額 金  額単位単位 数量数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位事 業 内 容単位 数量 金  額単位

1,487

改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

4

4

必要性

有効性

4

3

達成度

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 1,750

1,750 1,487
1,750
1,750

1,487

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

1,487 1,487

45

4

人0.2

1,487
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

地域の産業を他地域にＰＲする場として、また消費者と生産者が交流することで生産者が消費者ニーズを把握できる機
会として必要です。　ふれあいフェスタin青山実行委員会の構成は各種団体であり、事務局は産業建設課にある。

上記の必要性に併せ、農産物の朝市の開催などへ農家や団体が積極的に関わることで、地域産業の振興を検討するな
ど振興策の手段として有効です。

青山ハーモニー・フォレストに会場を変更し２年目となり、当該会場の知名度も少しずつ上がってきたこともあり、目標に
達しました。

行財政改革に基づき平成２１年度に予算を減額しました。引続き、実行委員会主導による開催により人的な面での行政
負担の軽減など効率的な開催をめざします。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

1,487

補助金

総合評価 事業の方向性

7

3220

215

事業の成果を測る指標

入場者数（スタッフ等関係者除く）

出店ブース数

評価項目 ポイント

農業振興費

農業振興費

ふれあいフェスタ開催事業費

1,487　 Σ

農業費

　 　

　 (千円)

2,927

0.20.2 人 1,440 人件費（Ｂ）

1,487

1,487

事業費計(A) 　
　 　 　

Σ

補助金

　 　 　

0.2

Σ 1,487

1,487

　

人 1,440

　

(千円)
1,487

　 (千円)

3,190

　

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 1,440 人 1,440

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

1,750

人件費（Ｂ）

　

0.2

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ） 0.3 人 2,160

3,910

1,750事業費計(A)
　 　

　 Σ

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容平成１９年度 決算内容

農林産物をはじめ商工業関係事業所等のＰＲ、製品等の販売の
場の提供ができます。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

　

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

状
況
変
化
等

　

金  額

施　策

162

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

1,750

2

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

17

事
業
内
容

委託
進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

(千円)
補助金

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

3000

ふれあいフェスタin青山実行委員会へ補助
ふれあいフェスタin青山（産業祭）の開催
平成20年開催概要
開催日　10月13日(祝）
会　 場　青山ハーモニー・フォレスト
動員数　約3,000人（スタッフ等関係者除く）
内　 容　農産物朝市、木工品販売はじめ農林産物や作業機
器の展示と販売、商工関係事業所のＰＲ、各種体験コーナー、
フリーマーケットなど

特になし

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

農家、林家、農林業関係団体、商工業事業所・関係団体

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市補助金等交付規則

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度

　委託先

年度

1,750

　
補助金 1,750

1,440

補助金 1,487

　 　

目標

実績

目標 3000
実績 2500

補助金

1,487

2,927 2,927

1,4871,487

2,927

平成２１年度 計画内容

1,487 1,487

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

1,4871,750

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

753500

青山支所　産業建設課

終了年度 平成

評価者
氏　名

藤原　四郎 連絡先
52

(内線)

実績 4

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

宣伝・ＰＲがどれだけできたか測れます。

どれだけの個人等が関わったかを測ること
が地域振興への寄与の目安になります。

人

件

目標

実績

目標

実績
45

3000
実績 3000
目標 45

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


